
 

歴
史
文
化
遺
産
や
博
物
館
を
地
域
再
生
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

た
め
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
文
化
財
の
公
開
に
つ
な
が
り
、
人
々
が
文
化
財
を
身
近

な
存
在
に
感
じ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、歴
史
文
化
遺
産
や
博
物
館
を
活
用

し
て
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
に
役
立
て
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、

静
岡
県
内
各
地
域
が
活
性
化
す
る
方
策
を
探
り
ま
す
。

　
開
催
趣
旨

　●
参
加
申
込
方
法（
ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル
）

　

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　

左
記
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
﹇
宛 

先
﹈  

〒
4
2
0-

8
6
0
1   

静
岡
市
葵
区
追
手
町
９
番
６
号

　

             

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
内　
静
岡
県
文
化
財
保
存
協
会

　

               「
第　

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

文
化
財
を
守
る
」
係  

ま
で

  

﹇
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
﹈ 

13●
受
付

●
開
会
　掛
川
市
副
市
長
あ
い
さ
つ

●
趣
旨
説
明 

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
長

●
伊
伝
財
団
理
事
長
表
彰

　
内
　
容

..............

................

................................................

150
名

●
活
動
報
告

　
　
　「
松
本
ま
る
ご
と
博
物
館
の
経
緯
と
現
状
」

　
　
　
　
窪
田 

雅
之 

　
　
　「
大
日
本
報
徳
社
の
文
化
財
と
報
徳
思
想
」

　
　
　
　
榛
村 

純
一

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
テ
ー
マ 

「
地
域
創
生
と
ま
る
ご
と
博
物
館・文
化
財
」　
　

　
　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
　
窪
田 

雅
之
・
榛
村 

純
一

　
　
　
　 

杉
山 

幸
一

      

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
日
比
野 

秀
男

　
定  

員

 
講
師
紹
介

　
事
前
申
込
制
・
参
加
無
料

 

参
加
の
方
に
は
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
会  

場
　
　

『
地
域
創
生
と
歴
史
文
化
遺
産
・
博
物
館
』

（１）（2）

（
松
本
市
立
博
物
館
館
長
）

（
公
益
社
団
法
人
大
日
本
報
徳
社
社
長
）

常
葉
大
学
名
誉
教
授

掛
川
市
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
館
長

（
　
　
　
　
　
　
　  

　
）

静
岡
県
掛
川
市
掛
川
一
一
七
六
番
地

           

大
日
本
報
徳
社
　
大
講
堂

※
お
ク
ル
マ
で
お
越
し
の
際
は
大
日
本
報
徳
社
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

　
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、満
車
の
場
合
は
大
手
門
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

13　
　
　
　
静
岡
県
掛
川
市
掛
川
一
一
七
六
番
地

           

●
日
時
／
平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）

●
会
場
／
大
日
本
報
徳
社
　
大
講
堂

主
催
／
一
般
財
団
法
人
伊
豆
屋
伝
八
文
化
振
興
財
団

静
岡
県
教
育
委
員
会  

静
岡
県
文
化
財
保
存
協
会

後
援
／
掛
川
市
、掛
川
市
教
育
委
員
会
、静
岡
県
博
物
館
協
会

協
力
／
公
益
社
団
法
人
大
日
本
報
徳
社

■会場までのアクセス：JR掛川駅より徒歩で10～15分

（
参
加
無
料
）
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（              )

掛
川
観
光
協
会
大
須
賀
支
部
会
長

遠
州
横
須
賀
倶
楽
部
若
年
寄

（              )
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◆大日本報徳社◆

大講堂

大広間

国指定文化財 横須賀城跡

国指定文化財 和田岡古墳群

三熊野神社 天狗の面

国指定文化財
高天神城跡

国指定文化財
大日本報徳社
大講堂

写真提供：静岡県観光協会

小笠神社参道スギ

東登口古墳群

長松院古文書

八坂神社の祇園囃子と祭礼行事

赤山神社本殿

永福寺イヌマキ

紙本墨画

阿波々神社の社叢

旧日坂宿旅籠「川坂屋」

大尾山鰐口

掛川城

国指定文化財 掛川城御殿

居尻のイスノキ

地
域
創
生
と
ま
る
ご
と
博
物
館
・
文
化
財

　 

常
葉
大
学
名
誉
教
授
・
掛
川
市
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
館
長

  

　
日
比
野 

秀
男文

化
財
は
保
護
と
い
う
視
点
か
ら

活
用
と
い
う
視
点
に
代
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
博
物
館
に
つ
い
て
も
資
料

の
収
集
保
管
と
い
う
機
能
に
地
域

の
活
性
化
と
い
う
役
割
が
加
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

地
方
の
人
口
減
少
の
予
測
は
深
刻
で
地
域
創
生
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
博
物
館
や
文
化
財

が
未
来
を
作
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

  

大
日
本
報
徳
社
の
文
化
財
と
報
徳
思
想

　
　 

公
益
社
団
法
人
大
日
本
報
徳
社
社
長

  

　
榛
村 

純
一

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
の
大
日
本

報
徳
社
大
講
堂
は
国
の
重
文
で
、

二
宮
尊
徳
思
想
の「
報
徳
」を
守
っ
て

き
た
所
で
す
。
ま
た
、そ
の
背
景
と

な
る
掛
川
城
址
公
園
に
は
、
同
じ
く
重
文
の
御
殿
、

木
造
天
守
閣
、茶
室
、美
術
館
、
図
書
館
等
の
木
の

文
化
財
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
故
事

来
歴
を
述
べ
ま
す
。

  

松
本
ま
る
ご
と
博
物
館
の
経
緯
と
現
状

　 

松
本
市
立
博
物
館
館
長

 

　窪
田 

雅
之

二
〇
〇
〇
年
、
松
本
市
で
は
市
域
を

屋
根
の
な
い
博
物
館
と
す
る
「
松
本

ま
る
ご
と
博
物
館
」
構
想
を
策
定

し
、
現
在
、
構
想
に
基
づ
き
市
民

学
芸
員
な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
博
物
館
を
一
つ
の

核
と
し
て〈
人
づ
く
り
〉〈
ま
ち
づ
く
り
〉を
進
め
て

い
ま
す
。今
回
は
、そ
の
活
動
の一
端
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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地
域
創
生
と

歴
史
文
化
遺
産
・博
物
館

（図）掛川市の歴史文化遺産・博物館一例

文化財を活用した、
「まちづくり」について考える。
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